
平成 28年 10月 7日 (金 )静岡新聞 (夕 刊 )

浜名湖・ボート転覆
静
同
地
検
は

「
元
校
長

が
事
故
の
結
果
ま
で
予
見

で
き
な
か

っ
た
」
な
ど
と

判
断
し
て
い
た
。
議
決
は

コ
死
校
長
は
当
時
、
学
校

の

最

高

責

任

者

と

し

て

生

徒

の

安

全

を

確

保

す

る
具
体
的
義
務
を
負

っ
て

い
た
」
と
指
摘
。
悪
天
候

の
中
、
自
ら
湖
面
の
様
子

を
見
る
な
ど
の
安
全
確
認

を
ど
の
程
度
行

っ
た
か
が

明

ら

か

に

さ

れ

て

お

ら

ず
、
予
見
義
務
が
な
か

っ

た

と

は

い

え

な

い

と

し

た
。さ

ら
に
、

「早
い
段
階

で
訓
練
中
止
を
呼
び
掛
け

た
り
、
ハ
ー
バ
ー

ヘ
戻
る

呼
び
掛
け
も
で
き
た
可
能

性
が
あ
る
の
に
、
元
校
長

に
行
動
を
取

っ
た
様
子
が

見
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
し
、

「十
分
に
情
報
収
集
し
、

青
年
の
家
職
員
と
相
談
し

静
岡
検
察
審
査
会
が
議
決

浜
名
湖
で
２
０
１
０
年
６
月
に
県
立
三
ケ
日
青
年
の
家

（浜
松
市
北
区
）
の
ボ
ー
ト
が
転
覆
し
、
愛
知
県
豊
橋
一生
墨
早
南

中
の
西
野
花
菜
さ
ん
＝
当
時
（１２
）
＝
が
死
亡
し
た
事
故
で
、
静
岡
検
察
審
査
会
は
７
日
ま
で
に
、
業
務
上
過
失
致
死
の
疑
い

で
書
類
送
検
さ
れ
た
元
校
長
を
不
起
訴
と
し
た
静
岡
地
検
の
処
分
を
不
当
と
議
決
し
た
。
議
決
は
６
日
付
。

て
い
れ
ば
、
結
果
は
違

っ
一結
論
付
け
た
。

な
い
行
い
』
襲
れ
に
要 し、
歩

一と
印
鉗
腱
「
詢
師
用
い
に

浜
松
市

の
浜
名
湖

で
２
０
１

０
年
、
県
立

三
ケ
日
青
年
の
家

主
催

の
体
験
訓
練
中

に
手

こ
ぎ

ボ
ト
ト
が
転
覆
し
、
愛
知
県
豊

橋
市
立
章
南
中

１
年
だ

っ
た
西

野
花
菜
さ
ん

（当
時
１２
）
が
死

亡
し
た
事
故

で
、
静
岡
検
察
審

査
会

は
、
業
務
上
過
失
致
死
容

疑

で
書
類
送
検
さ
れ
た
当
時
の

同
中
校
長
を
嫌
疑
不
十
分

で
不

起
訴
と
し
た
静
岡
地
検

の
処
分

に

つ
い
て
、

「
不
起
訴
不
当

」

と
議
決

し
た
。
６
日
付
。
遺
族

が
４
月
、
審
査
申
立
書
を
提
出

し
て
い
た
。

審
査
会
は
訓
練

に

つ
い
て
、

「
悪
天
候
の
中

、
湖
の
沖

に
出

て
行
か
せ
る
こ
と
そ
の
も

の
が

危
険
」
と
指
摘
。
そ
の
う
え

で

「
（
校
長
が
）
十

分
な
情
報
を

収
集
し
、
青
年
の
家

の
所
員
ら

と
訓
練
中
止
を
相
談
し
あ

っ
て

い
れ
ば

、
結
果
は
違

っ
た
か
も

知
れ
な
い
」

「
中
学
校
の
最
高

責
任
者

の
責
任
は
重
大
」
な
ど

と
し
、
校
長
の
不
起
訴
が
妥
当

だ

っ
た
か

「
再
捜
査
が
必
要
」

と
の
判
断
を
示
し
た
。

地
検
は
今
回
の
議
決
を
受
け

て
起
訴
す
べ
き
か
ど
う
か
再
検

討
す
る
。
地
検
は
昨
年

１
月
、

校
長
を
不
起
訴
と
し
て
い
た
。

事
故
を
め
ぐ

っ
て
は
当
時

の
青

年
の
家
所
長
が
業
務
上
過
失
致

死
罪

で
在
宅
起
訴
さ
れ
、
昨
年

１１
月
に
有
罪
判
決
を
受
け
た
。

花
菜
さ
ん

の
父

の
友
章
さ
ん

は
７
日
、
朝
日
新
聞
の
取
材
に

「
学
校
側
に
も
、
子
ど
も
の
命

を
守
る
責
任
が
あ
る
こ
と
を
考

え
直
す
き

っ
か
け
に
し

て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

地
検
は
同
日
、

「
内
容
を
十

分
に
検
討
し
た
上

で
、
再
度
捜

査
を
遂
げ
た
い
」
と

コ
メ

ン
ト

を
発
表
し
た
。

平成 28年 10月 8日 (土)朝 日新聞

校
長
の
「不
起
訴
不
当
」

浜
名
湖
ボ
ー
ー、事
故
検
察
審
が
議
決

処
分
を
不
服
と
し
て
同
審

査
会
に
審
査
を
申
し
立
て

て
い
た
。



平成 28年 10月 8日 (土 )静岡新聞

浜名湖・ボート転覆
友
章
さ
ん
Ｈ
７
日
午
後
６
時
２５
分
ご

ろ
、
愛
知
県
豊
橋
市
内

調
器

不
起
訴
不
当
議
決
受
け

２
０
１
０
年
、
浜
名
湖
で
日
一
ユ
ニ
ケ
日
青
年
の
家
の
ボ
ー
ト
が
転
覆
し
、
愛
知
県
豊
橋
一史
当
早
南
中
の
西
野
花
菜
さ
ん
Ｈ

当
時
（１２
）
日
が
死
亡
し
た
事
故
で
、
業
務
上
過
失
致
死
容
疑
で
書
類
送
検
さ
れ
不
起
訴
に
な
っ
た
同
校
の
元
校
長
を

「
不
起

訴
不
当
」
と
し
た
静
岡
検
察
審
査
会
の
議
決
を
一受
け
、
静
岡
地
検
の
石
崎
功
二
次
席
検
事
は
７
日
、

「議
決
の
内
容
を
十
分

に
検
討
し
、
再
度
捜
査
を
遂
げ
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

具
体
的
に
は
、
天
候
が

悪
化
す
る
中
、
元
校
長
に

何
ら
か
の
行
動
が
で
き
な

か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、

「証
拠
上
も
不
明
確
」
と

指
摘
。

「湖
の
状
況
や
天

候
、
天
気
予
報
を
自
ら
確

認
し
て
い
れ
ば
、
施
設
側

と
相
談
し
、
早
い
段
階
で

訓
練
中
止
の
呼
び
掛
け
が

で
き
た
可
能
性
が
あ
る
」

と
し
、
さ
ら
な
る
捜
査
の

必
要
性
を
強
調
し
た
。

元
校
長
の
過
失
の
程
度

は
、
同
罪
で
起
訴
さ
れ
有

罪
判
決
を
一受
け
た
元
所
長

の
公
判
で
も
、
争
点
の

一

つ
に
な

っ
た
。
弁
護
側
は

ボ
ー
ト
を
え
い
航
し
た
元

所
長
に
加
え
、
天
候
の
リ

ス
ク
を
確
認
し
な
か
っ
た

元
校
長
ら
の

「過
失
の
競

合
」
で
事
故
が
起
き
た
と

主
張
。　
一
方
、
検
察
側
は

「素
人
で
あ
る
元
校
長
に

施
設
側
の
出
航
の
決
定
を

覆
す
決
断
は
求
め
得
な

い
」
と
反
論
、
判
決
も
検

ハ
Ｖ

議
鰤
察
黎
籐
暴
洵

ら
選
ば
れ
た
Ｈ
人
の
審
査

員
が
検
察
の
不
起
訴
処
分

の
一妥
当
性
を
非
公
開
で
審

査
し
、

「不
起
訴
相
当
」

「
不
起
訴
不
当
」

「起
訴

相
当
」
の
い
ず
れ
か
の
議

決
を
す
る
。
起
訴
相
当
は

８
人
以
上
の
多
数
に
よ
る

議
決
が
必
要
。
不
起
訴
不

当
の
場
合
、
検
察
官
は
改

め
て
捜
査
し
、
起
訴
か
不

起
訴
か
の
処
分
を
す
る
。

検
察
官
が
再
度
不
起
訴
と

し
た
場
合
、
中
立
人
は
再

び
審
査
を
申
し
立
て
る
こ

と
も
で
き
る
。

（再
度
審
査
の

し
立
て
も
可
）

け̈熙

｝一
鴫
渕
Ⅷ
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2010年
`浜
名湖で県立三ケ日青年の家のボート

6月 18日 ‐転覆し、野外体験合宿中だった豊橋市立
章南中の西野花菜さん=当時(12)=が

13年  `細江署と県警捜査1課が業務上過失致死
2月 12日 容疑で元所長や章南中の元校長ら6人を

15年  ,静岡地検が業務上過失致死の罪で元所長
1月 28日 |を在宅起訴し、元校長ら5人の不IP‐訴処
1分 (嫌疑不十分)を決定

H月 18ロレ静岡地裁が元所長に禁錮1年 6月、執行

16年 レ西野さんの両親が元校晨の不起言F処分を
`1月 7日 不服として静間検察審査会に審査を申し
立て

10月 6日 げ静岡検察審査会が元校長の不起訴処分を

遺
族
「再
発
防
止
へ
一
歩
」

県
立

三
ケ
日
青
年
の
家

の
ボ
ー
ト
転
覆
事
故
で
、

業
務
上
過
失
致
死
容
疑
で

書
類
送
検
さ
れ
不
起
訴
と

な

っ
た
中
学
の
元
校
長
を

「不
起
訴
不
当
」
と
し
た

静
岡
検
察
審
査
会
の
議
決

に
つ
い
て
、
犠
牲

に
な

っ

た
西
野
花
菜
さ
ん
の
父
友

章
さ
ん
（５７
）
は
７
日
、
「事

故
の
再
発
防
止
を
図
る
上

で
大

き

な

一
歩

に

な

っ

た
」
Ｌ
受
け

――‐‥
め
、
花
菜

さ
ん
の
遺
影
に
経
過
を
報

告
し
た
。

友
章
さ
ん
は
事
故
後
、

「事
故
は
学
校
の
課
外
活

動
中
に
起
き
た
。
他
の
学

校
が
再
発
防
止
を
徹
底
す

る
に
は
元
校
長
の
責
任
を

法
廷
で
間
う
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
」
と
の
思
い
を
強

く
し
て
い
た
。

議
決
が

「
元
校
長
は
学

校
の
最
高
責
任
者
と
し
て

安
全
を
確
保
す

べ
き
具
体

的
な
義
務
を
負
う
」
な
ど

と
し
て
再
捜
査
の
必
要
性

を
指
摘
し
た
こ
と
に

「私

た
ち
遺
族
の
考
え
と
似
た

よ
う
な
見
方
で
意
義
が
あ

る
」
と
背
中
を
押
さ
れ
た

よ
う
に
感
じ
た
。

検
察
に
対
し
て
友
章
さ

ん
は

「起
訴
し
た
場
合
に

有
罪
に
持
ち
込
め
る
か
ど

う
か
で
不
起
訴
に
し
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
学
校
主

体
で
安
全
確
保
が
徹

底
さ

れ
た
か
ど
う
か
と
い

っ
た

視
点
で
再
捜
査
を
し
て
ほ

し
い
」
と
望
ん
だ
。

察
側
の
見
解
に
沿

っ
た
内

容
に
な

っ
て
い
た
。

安

全

最

優

先

に
運

営

県
教
委

県
教
委
は
７
日
、
県
立

三
ケ
日
青
年
の
家
の
運
営

に
関
し
、
　
ズ
フ
後
も
事
故

を
教
訓
と
し
て
決
し
て
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
安
全
最

優
先
で
信
頼
回
復
に
努
め

る
」
と
重
ね
て
決
意
を
示

し
た
。
同
施
設
は
三
ケ
日

フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
が
２
０
２
２
年
３
月
ま

で
指
定
管
理
の
期
間
を
更

新
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い

る
。
県
教
委
は

「海
洋
活

動
の
拠
点
と
し
て
全
国
の

青
少
年
教
育
施
設
の
模
範

に
な
る
よ
う
取
り
組
む
」

と
強
調
し
た
。

審査申し立て

検察審査会議

法定期間(3カ月)
内に処分せず

検察審査会議
(第2段階)

時

県

管

告

当

ｏ
定

勧

た

摘

指

を

し

指

や

ど

航

を

委

な

い

足

教

成

え

不

県

作

を

験

ヽ
の

卜

経

め

ル

一　
・
認

ア

ボ

識

も

ユ

ヽ
知

足

二

め

の

不

マ

と

長

導

導

ま

所

指

指

を

設

の

に
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ポ
可
卜
事
故
元校
長
再
捜
査
へ

不
起
訴
不
菫

議
決

遺

族

「重

く

受

け

止

め

て

」

浜
松
市
の
浜
名
湖

で
２
０
１

０
年
６
月
、
訓
練
中
の
カ

ッ
タ

ー
ボ
ー
ト
が
転
覆
し
、
愛
知
県

豊
橋
市
立
章
南
中
１
年
西
野
花

菜
さ
ん

（
当
時
１２
歳

）
が
死
亡

し
た
事
故
。
検
察
審
査
会
口
が
、

業
務
上
過
失
致
死
容
疑

で
書
類

送
検
さ
れ
、
静
岡
地
検
が
不
起

訴

（
嫌
疑
不
十
分
）
と
し
た
当

時
の
校
長
に

つ
い

て
、

「
不
起

訴
不
当
」
と
議
決
し
た

こ
と

で
、

静
岡
地
検
は
再
捜
査
を
行
い
、

再
び
起
訴
か
不
起
訴
か
を
判
断

す
る
。

議
決
は
６
日
付
。
静
岡
検
察

口

鎌
諄
鳩
権
鋒
査
赫
稼
ｍ
躊
礎
晰
剛
価
跡
嘩
喘
詢

け
ら
れ
た

。
有
権
者
か
ら
く
じ

で
選
ば
れ
た
■
人
が

審
議
す
る
。

「
起
訴
相
当
」

「
不
起
訴
不
当
」

「
不

起
訴
相
当
」
の
い
ず
れ
か
を
議
決
し
、
不
起
訴
相
当

以
外
の
場
合
、
検
察

に
再
捜
査
を
求
め
る
。
審
査
員

１１
人
中
８
人
以
上
が
２
度
の
審
査

で

「
起
訴
相
当
」

と
議
決
し
た
場
合
、
裁
判
所
が
指
定
し
た
弁
護
士
が

検
察
官

に
代
わ

っ
て
起
訴
す
る
強
制
起
訴
の
措
置
が

取
ら
れ
る
。
任
期
中
は
、
非
常
勤
の
裁
判
所
職
員
の

位
置
付
け

で
、
国
家
公
務
員
法
が
準
用
さ
れ
る
。

審
査
会
は
、
当
時
の
校
長
に

つ

い
て
不
起
訴
不
当
と
し
た
理
由

と
し

て
、
①
中
学
校
の
最
高
責

任
者
と
し

て
訓
練
を
引
率
し

て

い
て
、
生
徒
全
員
の
安
全
を
確

保
す

べ
き
義
務
を
負

っ
て
い
た

②

訓

練

開

始

前

は

部

屋

に

い

て
、
天
候
を
確
認
し
な
か

っ
た

③
訓
練
開
始
後
も
部
屋
に
い
て

最
新

の
天
気
予
報
や
気
象
状
況

を
確
認
し
な
か

っ
た
―
―

こ
と

を
挙
げ
た
。

静
岡
地
検
は
１５
年
１
月
、
訓

練
を
行

っ
た

「
静
岡
県
立
三
ヶ

日
青
年
の
家
」
の
元
所
長
を
在

宅
起
訴
し
た

一
方
、
当
時
の
校

長
ら
５
人
は
不
起
訴

（
嫌
疑
不

十
分

）
と
し
た
。
ソ
」
れ
を
受
け
、

西

野

さ

ん

の

両

親

は

今

年

４

月
、
当
時
の
校
長
の
不
起
訴
を

不
服
と
し

て
、
審
査
を
申
し
立

て
て
い
た
。
元
所
長
は
１５
年
１１

月
、
静
岡
地
裁

で
禁
錮
１
年
６

月
、
執
行
猶
予
３
年
の
有
罪
判

決
を
受
け

て
い
る
。

西
野
さ
ん

の
父

・
友
章
さ
ん

（
５７
）
は
取
材
に
対
し
、

「
検
察

は

こ

の

判

断

を

重

く

受

け

止

め
、
し

っ
か
り
再
捜
査
し

て
ほ

し
い
。
そ
し

て
、
起
訴
し

て
学

校
側
に
も
過
失
が
あ

っ
た

こ
と

を
法
廷

で
明
ら
か

に
し

て
ほ
し

い
」
と
答
え
た
。　
一
方
、
静
岡

地
検
は

「
審
査
会
の
議
決
の
内

容
を
十
分
に
検
討
し
た
上

で
、

再
度
捜
査
を
遂
げ
た
い
」
と

コ

メ
ン
ト
し
た
。

事故 が 発 生 し、 西 野
さんが 死 亡

》
浜
名
湖
ボ
ー
ト
転
覆
事
故
を
巡
る
流
れ

|レ 検察審査会の議決までの流れ

睡翌垂∃ゴ́t軽
棄)1裁判所|

不起訴   i ‐`1、

畠
拿
更
‐
房竃編
果

申し立て

日i嫌 」ギ奎耀

起訴  不起訴 不起訴
相当  不当  相当

県警 が 元所 長 ら 6人

轟奄幽轟邊後致死容

静 岡地 裁 が 元所 長 に

藉寧当軍Я暑異動冥

震貿お粂超裏菅ズ罷
基超曇聾雰筆冒霊専

顧里溶毒言亭案ど要
不 当」 の議 決

11(ネ¢漁 )

ボ
ー
ト
転
覆
死
亡
事
故

元
校
長
を
不
起
訴
不
当

静
岡
検
察
審
査
会

浜
松
市
の
浜
名
湖

で
２
０
１

０
年
６
月
、
体
験
学
習
中
の
カ

ッ
タ
ー
ボ
ー
ト
が
転
覆
し
、
愛

知
県
豊
橋
市
の
市
立
中
学
校
の

女
子
生
徒

（
当
時
１２
歳

）
が
死

亡
し
た
事
故

で
、
静
岡
検
察
審

査
会
が
、
業
務
上
過
失
致
死
容

疑
で
書
類
送
検
さ
れ

て
静
岡
地

検
が
不
起
訴
と
し
た
当
時
の
校

長
に

つ
い

て
、
不
起
訴
不
当
と

議
決
し
た
。
議
決
は
６

日
付
。

地
検
は
１５
年
１
月
、
危
険
性

を
予
測
し
、
事
故
を
回
避
す
る

た
め
の
適
切
な
措
置
を
取
る
こ

と
が

で
き
た
か
ど
う
か
を
問
う

の
は
困
難
だ
と
し

て
、
当
時
の

校
長
ら
５
人
を
不
起
訴

（
嫌
疑

不
十
分
）
と
し
た
。
し
か
し
、

審
査
会
は
当
時
の
校
長
匠

つ
い

て

「
体
験
学
習

を
引
率
し

て
い

て
権
限
は
大
き
く
、
安
全
を
確

保
す

べ
き
義
務
を
負
う
」
な
ど

と
結
論
づ
け
た
。

生
徒
の
両
親
が
今
年
４
月
、

当
時
の
校
長
に
対
す
る
地
検
の

処
分
を
不
服
と
し

て
、
審
査
会

ほ
申
し
立

て
て
い
た
。
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浜名湖ボー ト事故

静
岡
検
察
審
査
会
が
議
決

浜
松
市
北
区
の
浜
名
湖

で

二

〇

一
〇
年
六
月
、
校
外
活
動
中

の
ボ
ー
ト
が
転
覆
し
、
愛
知
県

豊
橋
市
章
南
中

一
年
だ

っ
た
西

野
花
菜
さ
ん

＝
当
時
全
し
＝
が

死
亡
し
た
事
故

で
、
業
務
上
過

失
致
死
容
疑

で
書
類
送
検
さ
れ

た
当
時

の
校
長
を
不
起
訴
と
し

た

静

岡

地

検

の

処

分

に

つ
い

て
、
静
岡
検
察
審
査
会
は
不
起

訴
不
当
と
議
決
し
た
の
工
（
日
付
。

検
審
は

「
悪
天
候

の
中

、
湖

の
沖
に
出
る
こ
と
自
体
が
転
覆

な
ど
を
引
き
起

こ
す
危
険
な
行

為
」
と
判
断
。
湖
の
状
況
や

天

候
を
見
る
な
ど
の
安
全
確
認
を

尽
く
し
て
い
た
か
明
ら
か

に
な

っ
て
い
な
い
こ
Ｌ
か
ら
、

「
予

見
義
務
が
な
か

っ
た
と
は
言
え

ず
、

証

拠

上

も

不

明

確

で

あ

る
」
な
ど
Ｌ
指
摘
し
、
再
捜
査

が
必
要
と
結
論
付
け
た
。

検
察
は
不
起
訴
不
当
の
議
決

を
参
考
に
、
あ

ら
た
め
て
起
訴

ま
た
は
不
起
訴
を
決
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
西
野
さ
ん
の
父

友
章
さ
ん
Ｔ
し
は
、

「
法
廷

の

場

で
事
故

の
事
実
確
認
を
し
て

ほ
し
い
気
持
ち
は
ず

っ
と
変
わ

ら
な

い
。
検
察
は
議
決
を
重
く

受
け
止
め
て
ほ
し

い
」
と
話
し

た
。
静
岡
地
検
は

「
議
決
の
内

容
を
十
分
に
検
討
し
た
上
で
、

再
度
捜
査
を
遂
げ
た
い
」
と

コ

メ
ン
ト
を
出
し
た
。

事
故
は

一
〇
年
六
月
十
八
日

に
発
生
。
生
徒
ら
が
分
乗
し
た

手
こ
ぎ
ボ
ー
ト

四
隻
の
う
ち
、

生
徒
十
八
人
と
教
員

二
人
が
乗

っ
た

一
隻
が
荒
天
で
動
け
な
く

な
り
、
え
い
航
中

に
転
覆
。
西

野
さ
ん
が
ボ
ー
ト
内
に
閉
じ
込

め
ら
れ
て
溺
死
し
た
。

静
岡
県
警
は

一
三
年

二
月
、

訓
練
実
施
の
是
非
を
判
断
す
る

注
意
義
務
や
え
い
航
時

の

マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
を
怠

っ
た
と
し
て

元
所
長
や
校
長
、
施
設
指
導
員

ら
六
人
を
書
類
送
検
。
静
岡
地

と
し
て
、
再
捜
査
が
必
要

と
判
断
し
た
。

花
菜
さ
ん
の
父
友
章
さ

ん
（
５７
）
は

「検
察
は
国
民

の
声
を
受
け
止
め
、
校
長

の
過
失
を
法
廷
で
明
ら
か

に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。
　

　

【松
岡
大
地
】

検
は
昨
年

一
月
、
元
所
長
を
在

宅
起
訴
し
、

「
え
い
航
時

に
ボ

ー
ト
が
転
覆
す
る
と
ま
で
は
予

見
で
き
な
い
」
と
し
て
他

の
五

人
を
不
起
訴
と
し
た
。
元
所
長

は
同
十

一
月
、
静
岡
地
裁

で
業

務
上
過
失
致
死
罪
で
禁
錮

一
年

六
月
、
執
行
猶
予
三
年

の
判
決

を
受
け
た
。

西
野
さ
ん
の
両
親
が

四
月
、

校
長

へ
の
不
起
訴
処
分
に
対
し

審
査
を
申
し
立
て
て
い
た
。

中 1水死浜
松
市
の
浜
名
湖
で
２

０
１
０
年
６
月
、
愛
知
県

豊
橋
市
立
章
南
中
１
年
の

西
野
花
菜
さ
ん

（
当
時
１２

歳
）
が
校
外
学
習
中
の
ボ

ー
ト
転
覆
で
水
死
し
た
事

故
で
、
静
岡
検
察
審
査
会

は
、
静
岡
地
検
が
不
起
訴

処
分
に
し
た
当
時
の
校
長

に
つ
い
て
「不
起
訴
不
当
」

と
議
決
し
た
。

静

岡

地

裁

は

昨

年

１１

月
、
事
故
時
に
ボ
ー
ト
を

え
い
航
し
、
業
務
上
過
失

致

死

の

罪

に
問

わ

れ

た

「静
岡
県
立
三
ケ
日
青
年

の
家
」
の
元
所
長
に
、
有

罪
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

一
方
、
引
率
し
て
い
た
元

校
長
は
県
警
が
業
務
上
過

失
致
死
容
疑
で
書
類
送
検

し
た
が
、
静
岡
地
検
は
ヨ
一

天
候
だ

っ
た
と
は
い
え
、

具
体
的
に
ボ
ー
ト
転
覆
ま

で

は
予

想

で
き

な

か

っ

た
」
と
判
断
し
て
い
た
。

検

察

審

査

会

は
議

決

で
、
元
校
長
に
つ
い
て
屋
十

校

の
最

高

責

任

者

で
あ

り
、
生
徒
全
員
の
安
全
を

確
保
す
べ
き
具
体
的
な
義

務
を
負
う
」
と
指
摘
。
「天

気
予
報
の
確
認
な
ど
十
分

な
情
報
収
集
を
し
て
い
れ

ば
結
果
が
違

っ
た
可
能
性

も
あ
り
、
予
見
義
務
が
な

か

っ
た
と
は
言
え
な
い
」

検
察
審
が
不
起
訴
不
当
議
決

「校
長
に
安
全
確
保
義
務
」

目浜名湖転覆、元校長の不起訴不当議決

浜松市の浜名湖で2010年 6月、愛知県

豊橋市立章南中学校 1年生の西野花菜さ

ん (当時12歳 )が校外学習中のポー ト転
覆で水死 した事故で、静岡検察審査会は、

業務上過失致死容疑で書類送検された弓|

率責任者の元校長を不起訴とした静岡地

検の処分を不当と議決した。 6日付で、

静岡 1也検は再捜査に乗り出す。
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日

交移
名

引
ボ
ー
ト
転

圭

岡

1黒 f許

動
確
認
ヘ

２
０
１
０
年
、
浜
名
湖

で
県
立
三
ケ
日
青
年
の
家

の
ボ
ー
ト
が
重
覆
し
、
愛

知
県
豊
橋
市
立
章
南
中
の

西
野
花
菜
さ
ん
＝
当
時

（‐２
）
＝
が
死
亡
し
た
事
故

で
、
業
務
上
過
失
致
死
容

疑
で
書
類
送
検
さ
れ
不
起

訴
に
な

っ
た
同
校
の
元
校

長
を

「不
起
訴
不
当
」
と

し
た
静
岡
検
察
審
査
会
の

議
決
を
受
け
、
静
岡
地
検

は
‐３
日
ま
で
に
再
捜
査
を

始
め
た
。
議
決
で

「証
拠

上
明
ら
か
で
な
い
」
と
指

摘
さ
れ
た
、
事
故
当
日
の

元
校
長
の
行
動
を
中
心
に

確
認
作
業
な
ど
の
調
べ
を

進
め
る
と
み
ら
れ
る
。

６
日
の
議
決
は
、
元
校

長
に
つ
い
て

「悪
天
候
の

中
、
事
前
に
訓
練
の
安
全

性
を
ど
の
程
度
確
か
め
た

の
か
明
ら
か
で
な
い
」
と

し
、
訓
練
開
始
後
も

「施

設
内
に
い
な
が
ら
情
報
収

集
や
中
止
の
相
談
を
し
た

様
子
が
な
く
、
行
動
が
不

明
確
」
と
指
摘
し
た
。

地
検
は
今
後
、
こ
れ
ま

で
の
関
係
者
の
供
述
を
精

査
し
、
新
た
な
証
拠
を
集

め
る
な
ど
し
て
、
元
校
長

の
起
訴
の
可
否
を
判
断
す

る
見
通
し
。

豊
橋
市
の
山
西
正
泰
教

育
長
は
１３
日
ま
で
の
取
材

に
対
し

「
司
法
の
場
に
つ

い
て
の
こ
と
は
コ
メ
ン
ト

を
控
え
る
が
、
事
故
を
風

化
さ
せ
ず
子
ど
も
の
安

全
、
安
心
の
確
保
に
万
全

を
期
す
」
と
述
べ
た
。

静
岡
検
察
審
査
会
事
務

局
に
よ
る
と
、
不
起
訴
不

当
の
議
決
を
受
け
て
検
察

が
再
捜
査
し
た
結
果
、
最

初
の
不
起
訴
理
由

（起
訴

猶
予
、
嫌
疑
不
十
分
、
嫌

疑
な
し
の
区
分
）
と
同
じ

理
由
で
不
起
訴
と
し
た
場

合
、
再
度
の
審
査
申
し
立

て
は
で
き
な
い
。
不
起
訴

理
由
が
異
な
る
場
合
は
薫

度
審
査
の
申
し
立
て
も
不

き
る
。

′ ‐

地 η丁
検
が
再
捜
査

審査申し立て

[不起訴不当:

法定期間(3カ月)
内に処分せず

検察審査会議
(第 2段階)



《11》 2016年 (平成28年)10月 14日 (金曜日)

束 愛 芸口  弄斤 翼 第 3種郵便物認可

西
野
さ
ん
安
堵
「事
実
解
明
の
道
つ
な
が
る
」

浜
名
湖
で
２
０
１
０

（平
成
２２
）
年
６
月
、
静
岡
県
立
三
ケ
日
青
年
の
家

（浜
松

市
北
区
）
で
野
外
活
動
中
の
ボ
ー
ト
が
転
覆
し
豊
橋
一空
ユ
章
南
中
学
１
年
の
西
野
花

菜
さ
ん
＝
当
時

（１２
）
＝
が
死
亡
し
た
事
故
で
、
静
岡
検
察
審
査
会
は
業
務
上
過
失

致
死
の
疑
い
で
書
類
送
検
さ
れ
た
引
率
責
任
者
の
元
校
長
を
不
起
訴
に
し
た
静
岡
地

検
の
処
分
を
不
当
と
議
決
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（飯
塚
雪
）

議
決
で

「元
校
長
は
学
校

の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
生

徒
全
員
の
安
全
を
確
保
す
べ

き
具
体
的
な
義
務
を
負
う
」

と
指
摘
。
ボ
ー
ト
訓
練
開
始

前
や
出
航
後
、
自
ら
天
気
予

報
を
確
認
す
る
な
ど
十
分
な

情
報
を
収
集
し
、
青
年
の
家

り
釧
つ員
“
しヽ と
Ｎ
曲
紳
趾
巌
齢
一

っ
て
い
た
か
も
知
れ
ず
、
予

見
義
務
が
な
か
っ
た
と
は
言

え
な
い
と
し
て
、「再
捜
査
が

必
要
」と
判
断
し
た
。議
決
は

６
日
付
。遺
族
が
４
月
、審
査

申
立
書
を
提
出
し
て
い
た
。

「不
起
訴
不
当
」
の
議
決

を
受
け
、
犠
牲
と
な
っ
た
西

野
花
菜
さ
ん
の
父
友
章
さ
ん

（５７
）
は

「学
校
は
子
ど
も

の
安
全
を
守
る
義
務
が
あ
る

と
い
う
私
た
ち
の
考
え
を
審

査
会
が
認
め
て
く
れ
て
ほ
っ

と
し
て
い
る
」
と
胸
を
な
で

下
ろ
し
た
。

静
岡
県
警
は
１３
年
２
月
、

ボ
ー
ト
を
え
い
航
し
た
施
設

の
元
所
長
や
元
校
長
ら
６
人

を
書
類
送
検
。
地
検
は
昨
年

１
月
、
元
所
長
を
在
宅
起
訴

一し
た
一方
で
、
元
校
長
ら
５

人
を
嫌
疑
不
十
分
で
不
起
訴

と
し
た
。

友
章
さ
ん
は

「事
実
解
明

へ
途
切
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
道

筋
が
つ
な
が
っ
た
」
と
安
堵

（あ
ん
ど
）
の
表
情
を
浮
か

べ
、
地
検
に
対
し

「校
長
の

当
時
の
行
動
な
ど
、
事
実
関

係
を
明
ら
か
に
し
て
こ
そ
再

発
防
止
に
つ
な
が
る
。
検
察

は
新
た
な
視
点
で
捜
査
し
な

お
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
た
。

瘍 ‐

西野花菜さんの遺影を
要髪讐警死菫豊橋市内で

`

漫    畢贅
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